
(57)【要約】

【課題】　従来の壁面構造は、内壁の外側に結露が発生

し易く、その周囲の土台や柱が腐食して建物の耐久性が

低下するといった問題等がある。

【解決手段】　本件出願の建築構造は、建物の柱に内壁

の端部を組み合わせて内壁を取付け、内壁の外側に、内

壁との間に空間を設けることなく、外壁を取付けたもの

である。前記建築構造において、内壁が、複数本の角材

又は板材を上下に又は横に配列したものとすることがで

きる。また、前記建築構造において、外壁が、不燃材、

難燃材、断熱材、防湿材、吸音材の一種又は二種以上を

備えることができる。さらに、建物の基礎部分に加熱器

を備えて蓄熱可能とした。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 建 物 の 柱 に 内 壁 の 端 部 を 組 み 合 わ せ て 内 壁 を 取 付 け 、 内 壁 の 外 側 に 外 壁 を 、 内 壁 と の 間
に 空 間 を 設 け る こ と な く 取 付 け た こ と を 特 徴 と す る 建 築 構 造 。
【 請 求 項 ２ 】
　 請 求 項 １ 記 載 の 建 築 構 造 に お い て 、 内 壁 が 複 数 本 の 角 材 又 は 板 材 を 上 下 に 又 は 横 に 配 列
し た も の で あ る こ と を 特 徴 と す る 建 築 構 造 。
【 請 求 項 ３ 】
　 請 求 項 １ 又 は 請 求 項 ２ の 建 築 構 造 に お い て 、 外 壁 が 、 不 燃 材 、 難 燃 材 、 断 熱 材 、 防 湿 材
、 吸 音 材 の 一 種 又 は 二 種 以 上 を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 建 築 構 造 。
【 請 求 項 ４ 】
　 請 求 項 １ 乃 至 請 求 項 ３ の い ず れ か に 記 載 の 建 築 構 造 に お い て 、 建 物 の 基 礎 部 分 に 加 熱 器
を 備 え て 蓄 熱 可 能 と し た こ と を 特 徴 と す る 建 築 構 造 。

【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 鉄 骨 住 宅 、 木 造 住 宅 の 住 宅 等 、 主 と し て 木 造 建 物 の 建 築 構 造 に 関 す る も の で
あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 、 戸 建 住 宅 等 の 建 物 の 壁 面 構 造 は 、 図 ５ に 示 す よ う に 、 内 壁 Ａ と 外 壁 Ｂ と の 間 に 間
柱 Ｃ が あ り 、 内 壁 Ａ と 外 壁 Ｂ と の 間 に 内 部 空 間 Ｄ が あ る 構 造 と な っ て い た 。 ま た 、 近 年 の
住 宅 等 の 建 物 は 、 冷 暖 房 効 率 を 高 め て 省 エ ネ ル ギ ー 化 を 実 現 す る た め に 、 室 内 構 造 が 高 気
密 化 、 高 断 熱 化 さ れ て い る 。
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 し か し 、 前 記 図 ５ に 示 す 従 来 の 壁 面 構 造 に は 、 壁 の 外 側 の 温 度 （ 外 気 温 ） と 内 側 の 温 度
（ 室 内 温 度 ） と の 差 が ８ ℃ 以 上 あ る と 、 内 部 空 間 Ｄ 内 の 空 気 が 冷 や さ れ て 内 壁 Ａ の 外 側 に
結 露 が 発 生 し 易 く な り 、 年 月 の 経 過 に よ り 内 壁 Ａ の 周 囲 の 土 台 や 、 柱 Ｅ や 、 間 柱 Ｃ 等 が 腐
食 し て 建 物 の 耐 久 性 が 低 下 す る と か 、 水 分 が 内 壁 Ａ の 内 面 に 染 み 出 て そ の 内 面 が 汚 れ る と
同 時 に 腐 食 す る と い う 課 題 が あ る 。 ま た 、 従 来 の 壁 面 構 造 は 、 内 部 空 間 Ｄ が あ る た め 、 強
度 や 耐 久 性 が 十 分 で は な い と い う 課 題 も あ る 。 建 物 の 壁 は 熱 さ 、 寒 さ 、 湿 度 、 騒 音 等 を 遮
断 す る 役 割 も 期 待 さ れ て い る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 本 発 明 は 、 上 記 課 題 を 解 決 し 、 結 露 の 発 生 を 防 ぐ こ と が で き 、 建 物 の 強 度 や 耐 久 性 を 高
め 、 防 熱 、 防 寒 、 防 湿 、 防 騒 音 効 果 の 優 れ た 建 築 構 造 を 提 供 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 本 件 出 願 の 建 築 構 造 は 、 建 物 の 柱 に 内 壁 の 端 部 を 組 み 合 わ せ て 内 壁 を 取 付 け 、 内 壁 の 外
側 に 外 壁 を 、 内 壁 と の 間 に 空 間 を 設 け る こ と な く 直 に 取 付 け て あ る 。 こ の 建 築 構 造 の 内 壁
は 複 数 本 の 角 材 又 は 板 材 を 上 下 に 又 は 横 に 配 列 し た も の と す る こ と が で き る 。 前 記 建 築 構
造 に お い て 、 外 壁 を 、 不 燃 材 、 難 燃 材 、 断 熱 材 、 防 湿 材 、 吸 音 材 の 一 種 又 は 二 種 以 上 を 備
え る も の と す る こ と が で き る 。 建 物 の 基 礎 部 分 に 加 熱 器 を 設 け て 蓄 熱 可 能 と す る こ と も で
き る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 件 出 願 の 建 築 構 造 は 以 下 の よ う な 効 果 が あ る 。

10

20

30

40

50

(2) JP 2005-290778 A 2005.10.20



　 （ １ ） 内 壁 の 外 側 に 外 壁 を 、 内 壁 と の 間 に 空 間 を 設 け る こ と な く 直 に 取 付 け た の で 、 内
壁 と 外 壁 と の 間 に 空 気 が 入 り 込 む こ と が な く 、 内 壁 の 外 側 に 結 露 が 発 生 し に く く な る 。 こ
の た め 、 内 壁 の 周 囲 の 土 台 、 柱 、 内 壁 が 腐 食 し て 建 物 の 耐 久 性 が 低 下 す る こ と も な い 。
　 （ ２ ） 建 物 の 柱 に 内 壁 の 端 部 を 組 み 合 わ せ て 内 壁 を 取 付 け る の で 、 内 壁 と 柱 の 結 合 が 強
固 に な り 、 強 度 に 優 れ た 建 物 と な る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 （ ３ ） 内 壁 が 複 数 本 並 べ た ２ ０ ｍ ｍ 角 以 上 の 肉 厚 の 角 材 を 上 下 に 又 は 横 に 配 列 し た も の
で あ る た め 、 数 ｍ ｍ ～ １ ０ ｍ ｍ 程 度 の 薄 い 板 状 の 内 壁 に 比 し て 丈 夫 で 強 度 が 高 く 耐 久 性 に
優 れ 、 肉 厚 で あ る た め 端 部 に 突 起 を 設 け て 柱 へ 組 み 付 け る こ と が で き 、 柱 と の 連 結 が 容 易
且 つ 強 固 に な る 。 ま た 、 結 露 防 止 の 一 助 に も な る 。 こ の パ ネ ル 状 の 部 材 は 、 壁 材 に 限 ら ず
、 床 板 、 天 井 板 等 と し て 用 い る こ と も 可 能 で あ る 。
　 （ ４ ） ま た 、 内 壁 が 複 数 本 並 べ た ２ ０ ｍ ｍ 以 上 の 肉 厚 の 板 材 を 上 下 に 又 は 横 に 配 列 し た
も の で あ る た め 、 数 ｍ ｍ ～ １ ０ ｍ ｍ 程 度 の 薄 い 板 状 の 内 壁 に 比 し て 丈 夫 で 強 度 が 高 く 耐 久
性 に 優 れ 、 端 部 に 突 起 を 設 け て 柱 へ 組 み 付 け る こ と が で き 、 柱 と の 連 結 が 容 易 且 つ 強 固 に
な る 。 ま た 、 結 露 防 止 の 一 助 に も な る 。 こ の パ ネ ル 状 の 部 材 は 、 壁 材 に 限 ら ず 、 床 板 、 天
井 板 等 と し て 用 い る こ と も 可 能 で あ る 。
　 （ ５ ） 内 壁 に 角 材 又 は 板 材 を 使 用 す る た め 、 間 伐 材 や 県 産 材 の 有 効 利 用 を 図 る こ と が で
き る 。
　 （ ６ ） 内 壁 に 連 結 具 で パ ネ ル 状 に 連 結 し た 角 材 又 は 板 材 を 使 用 す る た め 、 間 柱 、 筋 交 い
が 不 要 と な る た め 、 製 作 が 容 易 で あ り 、 コ ス ト の 低 減 も 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 外 壁 が 、 不 燃 材 、 難 燃 材 、 断 熱 材 、 防 湿 材 、 吸 音 材 の 一 種 又 は 二 種 以 上 を 備 え て い る の
で 、 前 記 効 果 に 加 え て 、 以 下 の よ う な 効 果 も あ る 。
　 （ ７ ） 不 燃 材 や 難 燃 材 を 使 用 す れ ば 、 万 一 、 建 物 の 内 部 で 火 災 が 発 生 し て も 隣 接 す る 部
屋 や 別 の 建 物 に 延 焼 し に く い 。 ま た 、 隣 接 す る 別 の 建 物 で 発 生 し た 火 災 の 飛 び 火 を 受 け て
も 火 災 に な る こ と が な い 。
　 （ ８ ） 断 熱 材 を 使 用 す れ ば 、 建 物 の 断 熱 効 果 が 高 ま り 、 省 エ ネ ル ギ ー 化 が 図 ら れ る 。
　 （ ９ ） 防 湿 材 を 使 用 す れ ば 、 外 部 の 湿 気 の 浸 入 を 防 止 で き る た め 、 結 露 の 発 生 が よ り 一
層 防 止 さ れ る 。
　 （ １ ０ ） 吸 音 材 を 使 用 す れ ば 、 防 音 効 果 の 高 い 建 物 と な る 。
　 （ １ １ ） 断 熱 材 を 使 用 し 、 そ の 外 側 に 不 燃 材 或 は 難 燃 材 を 積 層 す れ ば 、 断 熱 材 と 不 燃 材
或 は 難 燃 材 の 双 方 の 効 果 が 得 ら れ る 。
　 （ １ ２ ） 吸 音 材 を 使 用 し 、 そ の 外 側 に 不 燃 材 或 は 難 燃 材 を 積 層 す れ ば 、 吸 音 材 と 不 燃 材
或 は 難 燃 材 の 双 方 の 効 果 が 得 ら れ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 建 物 の 基 礎 部 分 に 加 熱 器 を 備 え て 蓄 熱 可 能 と し た の で 、 前 記 効 果 に 加 え て 、 以 下 の よ う
な 効 果 が あ る 。
　 （ １ ３ ） 加 熱 器 に よ っ て 蓄 え た 熱 に よ っ て 、 床 暖 房 を 実 現 す る こ と が で き る 。 こ の 場 合
、 電 気 料 金 の 安 い 深 夜 料 金 の 時 間 帯 に 蓄 熱 を し て お け ば 経 済 的 で あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 （ 実 施 形 態 １ ）
　 本 発 明 の 建 築 構 造 の 一 例 を 、 図 １ ～ 図 ３ に 基 づ い て 詳 細 に 説 明 す る 。 図 示 し た 建 築 構 造
は 、 図 １ 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 木 材 製 の 土 台 １ に 所 定 間 隔 で 立 設 さ れ た 柱 ２ の 間 に 内 壁 ３
が 配 置 さ れ 、 内 壁 ３ と の 間 に 空 間 を 設 け る こ と な く 、 内 壁 ３ の 外 面 に 直 に 外 壁 ４ を 取 付 け
た 。 図 １ に 示 す 壁 構 造 は 真 壁 で あ る が 、 壁 の 種 類 は こ れ に は 限 ら れ ず 大 壁 で あ っ て も よ い
。
【 ０ ０ １ １ 】
　 柱 ２ は ３ 寸 角 、 ４ 寸 角 と い っ た 各 種 寸 法 の 角 材 で あ っ て 、 溝 ５ が 柱 ２ の 側 面 の 外 面 に 近
い 部 分 に 柱 の 軸 に 沿 っ て （ 長 手 方 向 に ） 形 成 さ れ て い る 。 溝 ５ の 形 状 、 寸 法 は 任 意 に 選 択
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す る こ と が で き る 。 柱 ２ は 、 杉 や 檜 で あ る こ と が 望 ま し い が 、 そ の 他 任 意 の 素 材 を 用 い る
こ と が で き る 。 本 実 施 形 態 で は 、 各 柱 ２ は 、 同 じ 太 さ に 成 形 さ れ た も の を 用 い て い る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 前 記 内 壁 ３ に は 図 ３ に 示 す よ う な 建 築 用 パ ネ ル ６ が 使 用 さ れ 、 そ れ が 隣 合 う 柱 ２ の 間 に
配 置 さ れ て い る 。 建 築 用 パ ネ ル ６ に は 芯 を 持 っ た （ 芯 持 ち の ） 木 の 内 壁 材 ７ を 複 数 本 、 横
或 い は 縦 一 列 に 並 べ て 、 連 結 具 や 接 着 剤 等 の 任 意 の 手 段 に よ っ て 連 結 し て あ る 。 内 壁 材 ７
は 図 の よ う に 角 材 で あ る こ と が 望 ま し い が 、 板 材 な ど 、 他 の 形 状 と す る こ と も で き る 。 内
壁 材 ７ は 杉 や 檜 で あ る こ と が 望 ま し い が 、 他 の 任 意 の 木 材 を 用 い る こ と が で き る 。 内 壁 材
７ の 厚 さ は ２ ０ ｍ ｍ ～ ６ ０ ｍ ｍ 、 幅 は ４ ５ ｍ ｍ ～ １ ５ ０ ｍ ｍ 、 長 さ は ９ ０ ０ ｍ ｍ ～ １ ８ ０
０ ｍ ｍ の 間 と す る こ と が 望 ま し い が 、 任 意 の サ イ ズ と す る こ と が で き る 。 一 例 と し て 、 内
壁 材 ７ が 角 材 の 場 合 、 ４ ５ ｍ ｍ 角 、 長 さ ９ ０ ０ ｍ ｍ の 角 材 を 用 い る こ と が で き る 。 ま た 、
内 壁 材 ７ が 板 材 の 場 合 は 、 一 例 と し て 、 厚 さ ４ ５ ｍ ｍ 、 幅 １ ５ ０ ｍ ｍ 、 長 さ ９ ０ ０ ｍ ｍ の
板 材 を 用 い る こ と も 可 能 で あ る 。
ま た 、 前 記 内 壁 材 ７ に 用 い る 角 材 や 板 材 等 は 、 人 工 乾 燥 又 は 自 然 乾 燥 等 に よ っ て 、 含 水 率
を ２ ０ ％ 以 下 と し た も の を 用 い る こ と が 望 ま し い 。 こ れ に よ っ て 、 内 壁 ３ の 形 成 後 に 内 壁
材 ７ が 乾 燥 し て 、 内 壁 ３ の 捩 れ や 歪 み の 発 生 を 防 ぐ こ と が で き 、 内 壁 ３ と 外 壁 ４ と の 間 に
隙 間 が で き な く な る 。 建 築 用 パ ネ ル ６ の 長 手 方 向 両 端 部 は 、 一 部 が 切 り 欠 か れ て 突 起 部 ９
が 形 成 さ れ て お り 、 そ の 突 起 部 ９ を 前 記 柱 ２ の 溝 ５ と 組 み 合 わ せ 可 能 と し て あ る 。 建 築 用
パ ネ ル ６ の 側 面 に は 挿 通 孔 １ ０ が 建 築 用 パ ネ ル ６ を 幅 方 向 に 貫 通 し て 開 口 さ れ て い る 。 挿
通 孔 １ ０ は 、 一 枚 の 建 築 用 パ ネ ル ６ の 長 手 方 向 両 端 寄 り 二 箇 所 に 開 口 さ れ て い る 。 挿 通 孔
１ ０ の 数 及 び 開 口 位 置 は 図 に 示 す も の に 限 ら れ ず 、 任 意 の 数 及 び 開 口 位 置 と す る こ と が で
き る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 多 数 本 の 内 壁 材 ７ が 連 結 さ れ た 建 築 用 パ ネ ル ６ 同 士 は 、 例 え ば 、 図 ３ に 示 す よ う に し て
連 結 さ れ て い る 。 連 結 す る 建 築 用 パ ネ ル ６ の 挿 通 孔 １ ０ に 連 結 ボ ル ト １ １ を 差 し 込 ん で 、
そ の 連 結 ボ ル ト １ １ の 両 端 を 建 築 用 パ ネ ル ６ の 挿 通 孔 １ ０ の 両 端 （ 図 ３ で は 上 下 ） か ら 突
出 さ せ る 。 そ の 各 建 築 用 パ ネ ル ６ の 連 結 ボ ル ト １ １ の 突 出 端 部 同 士 を 高 ナ ッ ト １ ２ に ね じ
込 ん で 、 ２ 本 の 連 結 ボ ル ト １ １ 同 士 を 連 結 さ せ る こ と に よ り 、 各 建 築 用 パ ネ ル ６ を 連 結 す
る 。 高 ナ ッ ト １ ２ は 連 結 す る 二 枚 の 建 築 用 パ ネ ル ６ の 挿 通 孔 １ ０ に 跨 が せ て 埋 め 込 ん で お
く 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 建 築 用 パ ネ ル ６ は 数 本 の 内 壁 材 ７ を 上 下 或 い は 横 方 向 に 並 べ て 一 枚 に し て お く の で は な
く 、 建 物 の 設 置 箇 所 に 数 本 の 内 壁 材 ７ を 上 下 或 い は 横 方 向 に 並 べ 、 そ れ ら を 連 結 ボ ル ト １
１ と 高 ナ ッ ト １ ２ を 使 用 し て 連 結 す る こ と も で き る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 内 壁 ３ と な る 建 築 用 パ ネ ル ６ は 、 図 １ に 示 す よ う に 、 そ の 両 端 の 突 起 部 ９ を 柱 ２ の 溝 ５
に 嵌 め 込 ん で 、 隣 り 合 う 柱 ２ と 柱 ２ の 間 に 配 置 さ れ る 。 こ の 場 合 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 建
築 用 パ ネ ル ６ の 外 面 を 柱 ２ の 外 側 面 に 揃 え て あ る 。 ま た 、 建 築 用 パ ネ ル ６ の 下 端 は 土 台 １
に 、 上 端 は 天 井 １ ３ に 連 結 固 定 さ れ て い る 。 こ の 場 合 の 固 定 手 段 は 任 意 に 選 択 で き る が 、
例 え ば 、 連 結 ボ ル ト １ １ と 高 ナ ッ ト １ ２ を 使 用 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 外 壁 ４ は 、 図 １ 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 内 壁 ３ の 外 面 及 び 柱 ２ の 外 側 面 と の 間 に 空 間 を 設
け る こ と な く 、 内 壁 ３ の 外 面 及 び 柱 ２ の 外 側 面 に 密 着 さ せ て 直 に 取 り 付 け て あ る 。 外 壁 ４
は 多 層 に 構 成 さ れ て い る 。 内 壁 ３ の 外 面 及 び 柱 ２ の 外 側 面 の す ぐ 外 側 に 下 地 材 １ ５ を 釘 、
ビ ス 等 に よ っ て 取 付 け 、 下 地 材 １ ５ の 外 側 に 防 湿 シ ー ト １ ６ を 張 り 、 防 湿 シ ー ト １ ６ の 外
側 に 断 熱 材 １ ７ を ビ ス 止 め し 、 そ の 上 に ラ ス 網 １ ８ を 張 り 、 ラ ス 網 １ ８ の 上 に 下 塗 り （ ラ
ス 擦 り ） 、 セ メ ン ト モ ル タ ル （ コ ン ク リ ー ト モ ル タ ル ） １ ９ を 塗 り 、 そ の 上 に 、 し っ く い
塗 り 又 は リ シ ン 掻 き 落 と し 等 に よ り 仕 上 げ 面 ２ ０ を 形 成 し て あ る 。 下 地 材 １ ５ に は ベ ニ ヤ
板 等 の 構 造 合 板 を 使 用 す る こ と が で き 、 断 熱 材 １ ７ に は 押 出 ポ リ ス チ レ ン 三 種 断 熱 材 と か
他 の 任 意 の 断 熱 材 を 用 い る こ と が で き る 。
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【 ０ ０ １ ７ 】
　 本 発 明 の 建 築 構 造 は 、 図 ４ に 示 す よ う に 、 建 物 の 基 礎 部 分 に ヒ ー タ ー 等 の 加 熱 体 を 設 け
て 蓄 熱 可 能 と し て 、 床 を 暖 房 す る こ と が で き る よ う に し て あ る 。 同 図 に 示 す よ う に 、 基 礎
は 上 基 礎 ２ １ と 下 基 礎 ２ ２ と に 分 か れ て 形 成 さ れ 、 上 基 礎 ２ １ と 下 基 礎 ２ ２ と の 間 に 防 湿
シ ー ト ２ ３ が 配 置 さ れ て い る 。 上 基 礎 ２ １ と 下 基 礎 ２ ２ と の 間 に は 防 湿 シ ー ト ２ ３ の み な
ら ず 断 熱 材 等 を も 配 置 す る こ と も で き る 。 前 記 下 基 礎 ２ ２ 、 上 基 礎 ２ １ は 共 に コ ン ク リ ー
ト 製 で あ る 。 上 基 礎 １ は 土 台 支 持 部 ２ １ ａ が 高 く 、 そ の 内 側 が 一 段 低 く 形 成 さ れ て い る 。
上 基 礎 ２ １ の 内 部 に は 加 熱 器 ２ ４ が 配 置 さ れ て い る 。 加 熱 器 ２ ４ に は 電 熱 ヒ ー タ ー が 使 用
さ れ て い る 。 上 基 礎 ２ １ の 低 く 形 成 さ れ た 部 分 に は 砂 利 や 砂 等 の 蓄 熱 材 ２ ５ が 敷 き 詰 め ら
れ て い る 。 上 基 礎 ２ １ の 土 台 支 持 部 ２ １ ａ に は 木 材 製 の 土 台 １ が 備 え ら れ て い る 。 砂 利 ２
５ の 上 に は 板 材 ２ ６ が 敷 設 さ れ 、 板 材 ２ ６ の 上 に は 根 太 ２ ７ が 配 置 さ れ て い る 。 根 太 ２ ７
の 上 に は 床 板 ２ ８ が 敷 設 さ れ て 床 が 形 成 さ れ て い る 。 床 板 ２ ８ は 前 記 内 壁 材 ７ と 同 じ 角 材
又 は 板 材 を 並 べ た も の と す る こ と が で き る 。 ヒ ー タ ー は 通 電 す る と 発 熱 し て 上 基 礎 ２ １ を
加 温 す る と 共 に 砂 利 等 の 蓄 熱 材 ２ ５ を も 加 熱 し て 蓄 熱 で き 、 床 板 ２ ８ を 暖 め る こ と が で き
る 。 前 記 加 熱 器 ２ ４ に は ヒ ー タ ー 以 外 の 加 熱 器 、 例 え ば 、 蒸 気 や 湯 を 通 す 管 を 配 管 す る こ
と も で き る 。 ま た 、 前 記 蓄 熱 材 ２ ５ に 用 い る 砂 利 の サ イ ズ は 、 任 意 の も の と す る こ と が で
き る 。 前 記 板 材 ２ ６ は 石 製 、 木 製 等 の 任 意 の も の と す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 （ そ の 他 の 実 施 形 態 ）
　 本 発 明 に お け る 内 壁 は 、 実 施 例 １ の 建 築 用 パ ネ ル ６ を 組 み 合 わ せ る 構 成 に は 限 ら れ ず 、
多 数 本 の 内 壁 材 ７ を 縦 に し て 横 一 列 に 並 べ 、 そ れ ら を 長 い 連 結 具 で 複 数 箇 所 連 結 し て 幅 広
の 建 築 用 パ ネ ル を 形 成 し 、 そ の パ ネ ル で 土 台 か ら 天 井 ま で の 長 い 壁 面 パ ネ ル と す る こ と も
で き る 。 本 発 明 の 内 壁 は 他 の 任 意 の 方 法 で 形 成 す る こ と も で き る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 本 発 明 に お け る 外 壁 も 、 実 施 形 態 １ に 示 す 建 材 の 組 み 合 わ せ に 限 ら ず 、 不 燃 材 、 難 燃 材
、 断 熱 材 、 防 湿 材 、 吸 音 材 の 一 種 又 は 二 種 以 上 を 任 意 に 組 み 合 わ せ た も の と す る こ と が で
き る 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 本 発 明 の 建 築 構 造 は 、 木 造 の 戸 建 住 宅 に 限 ら ず 、 公 共 施 設 と か 、 他 の 建 物 に も 応 用 す る
こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ １ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 建 築 構 造 の 実 施 形 態 の 一 例 を 示 す 平 面 断 面 図 。
【 図 ２ 】 図 １ に 示 す 建 築 構 造 を 示 す 正 面 断 面 図 。
【 図 ３ 】 図 １ に 示 す 建 築 構 造 に 用 い る 建 築 用 パ ネ ル を 示 す 説 明 斜 視 図 。
【 図 ４ 】 本 発 明 の 建 築 構 造 の 実 施 形 態 の 一 例 を 示 す 正 面 断 面 図 。
【 図 ５ 】 従 来 の 建 築 構 造 を 示 す 平 面 断 面 図 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 　 １ 　 土 台
　 　 ２ 　 柱
　 　 ３ 　 内 壁
　 　 ４ 　 外 壁
　 　 ６ 　 建 築 用 パ ネ ル
　 　 ７ 　 内 壁 材
　 １ １ 　 パ ネ ル 連 結 ボ ル ト
　 １ ２ 　 高 ナ ッ ト
　 １ ６ 　 防 湿 シ ー ト
　 １ ７ 　 断 熱 材
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　 ２ １ 　 基 礎 上 部
　 ２ ４ 　 加 熱 器
　 ２ ５ 　 蓄 熱 材

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】
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